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人同めう ごき

男女

出生 28 33 61人

死亡 16 12 28人

婚姻 38組
‘・. --

三
十
四
議
案
を
可
決

川
町
年
度
予
算
な
ど
こ
れ
か
ら
一
年
間
の
市
の
重
要

方
針
を
き
め
る
定
例
市
議
会
は
、
3
月
刊
日
刊か
ら
辺

日
ま
で
の
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
ひ
ら
・か
抗
ま
し

た。

乙
の
定
例
会
で
は
、

一
般
、
特
別
両
会
計
の
当
初

予
算
、
十
三
億
八
千
三
百
八
十
七
万
円
を
は
じ
め
、

農
業
共
潜
条
例
の
政
正
な
ど
三
十
四
議
一
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

李院

;ぉ審;

;も議;

:なさ ;

;議れ j

j案た ;

広

八
市
職
員
定
数
条
例
の
改
正

V

松
倉
保
育
園
の
開
設
、
い
ま
ま
・で
定

数
外
職
員
と
し
て
扱
っ
て
き
た
失
対

事
業
の
副
監
督
員
の
取
扱
い
、
消
防

職
員
の
増
員
な
占
の
た
め
職
員
定
数

を
十
六
名
ふ
や
し
、
四
百
三
十
九
名

と
し
ま
し
た
「。

〈
農
業
共
済
条
例
の
改

E
V

従
来
、
家
畜
共
済
は
一
頭
ご
と
に
加

入
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

種
類
C
と
に
全
頭
加
入
さ
せ
る
こ
と

じ
な
り
ま
し
た
0

・ま
た
、
山
羊
、
め

ん
羊
の
引
受
け
の
隣
止
、

生
産
共
済

の
廃
止
な
占
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

八
町
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更
V

住
居
表
示
.に
関
す
る
法
律
に
も
と
す

き
、
経
団
地
区
の
岡
経
団
、
浜
経
団

の
一
却
酬
を
、
経
団
西
町
、
経

団

中

附
、
東
町
に
学
の
，名
称
が
変
更
さ
れ

ま
レ
た
。

八
字
の
区
域
お
よ
び

J

名
称
の
，袈
一更
V

府
パ
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
学
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更

が
行
芯
わ
れ
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た

新
し
い
町
の
名
称
は
、
回
万
町
、
・真

成
寺
町
、
餌
指
町
、
双
葉
町
、

鴨
川

町
、
中
央
通
り
一一
丁
目
、
中
央
通
り

二
丁
目
、
金
浦
町
、
火
の
~窟
町、

末

広
町
、
本
新
町
、
緑
町
、
柑
本
町
、

並
本
町
、
本
江
新
町
、
新
金
屋
一
丁

目
、
新
金
屋
二
丁
目

γ

と
な
・っ
て
い
ま

す。な
お
、
こ
の
新
町
名
は
、
換
地
の
精

算
事
務
が
完
了
す
る
し
だ
い
、

実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
市
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
特
別
職
、

お
よ
び
教
育
長
の
給
与
条
例
の
改

正
V

こ
れ
ら
は
こ
か
.年
間
据
え
置
か
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
報
酬
審
議
会
の

市津魚(駒嵐錫誠司)( 1 ) 

-容
市
民
も
さ
す
い
私
綜
徳
k
uぞ
れ
・ぞ
れ

引
き
上
摩
旬
れ
ま

L
た
b

議
簡
語
酬
区
今
・い
宅
除
問

t色
雫
円

引
き
ょ
げ
ち
れ
t

議
祭
四
方
円
、
副

議
長

円
は
、
特
別
磯
の
給
与
に
つ
い
て
は

.一
万
i
一
万
五
千
円
引
き
上
げ
ら
れ

市
長
十
一
万
五
千
円
、
助
役
九
万
二

千
円
、
収
入
役
八
万
一
千
円
、
教
育

長
七
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

八
引
年
度
。一
般
会
計
補
正
予
算

V

二
千
五
百
二
十
二
万
円
を
追
加
し
、

引
年
度
予
算
総
額
は
十
一
億
九
千
九

百
六
十
四
万
二
千
円
と
な
り
-ま
し
た

歳
出
の
お
も
芯
も
の
は
、
東
部
衛
生

処
理
組
合
負
担
金
三
百
セ
万
円
、
稲

作
改
善
対
策
事
業
費
・補
助
金
四
百
二

十
九
万
円
‘
土
地
改
良
事
業
費
補
助

金
四
百
A
万
円
、
鉄
工
団
地
舗
装
工

事
費
二
百
二
十
万
円
、

県
道
の
改
良

お
ま
か
舗
装
Z
・事
負
担
金
三
百
五
十

五
万
円
、
・高
架
橋
建
設
地
元
負
担
金

三
百
三
万
円
な
ど
。

そ
の
ほ
か
佑
学
消
防
車
改
造
に
八
十

六
万
円
、
雄
山
丸
機
関
お
よ
び
救
命

具
購
入
賞
二
百
四
十
万
円
な
ど
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
歳
入
、で
は
、
市
税
七
百
九

十
五
万
円
、
地
方
交
付
税
千
二
百
九

万
円
、
県
支
出
金
四
百
十
六
万
円
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
長
広
藤
原
氏

教
育
長
山
本
允
彦
氏
の
辞
任
に
と
も

な
う
後
任
と
し
て
、
藤
原
平
蔵
氏
の
選

任
に
同
意
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
原
き
ん
ほ
六
千
u

一
歳
、
住
所
ほ
上

市
町
中
開
発
。
魚
津
西
部
中
学
校
長
、

入
善
高
校
長
な
ど
歴
任
、
昨
年
退
職
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
山
本
吉
ん
は
昭
和
例
年
か
ら

九
年
間
、

，教
育
長
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し

た。

一
般
会
計

…
歳

入

…

市
税
全
体
じ

つ
い
て
は
、
前

年
よ
り
↓
五
軒

程
度
多
い
四
億

三
百
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し

た
。
と
の
内
訳

は、

'市
民
税

一

億
五
キ
万
問
、

固
定
資
産
税
一

億
八
千
六
百
万

円
、
た
は
乙
消
費
税
三
千
八
百
万
円
、

電
気
ガ
ス
税
一
千
九
百
万
円
、
軽
自
動

4~ 年度ー般会計予算 内 訳
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漁
痩
A

官
エ
散

手
狩
犠
尚
北
明

特
別

国
民
健
康
楳
険

総
額
.一
億
七
雫
朗
百
四

f
方
一
キ
円

の
う
ち
、
保
険
税
炉
前
年
生
m
y
"
主
1

二

百
万
円
多
い
六
千
九
百
四
千
三
万
閥
、

国
庫
支
出
金
九
千
百
八
十
万
円
が
見
込

ま
れ
ま
も
た
。

お
医
毒
c
ん
に
か
か
っ
た
費
用
を
払

う
保
険
給
付
費
は
、
前
年
よ
り
三
千
七

百
万
円
多
い
一
億
五
千
二
百
九
十
万
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

会

計

下
水
道
事
業

予
算
額
は
四
百
七
十
七
万
世
千
円
で

お
も
に
、
下
水
管
め
布
設
、

，都
市
街
路

の
舗
装
に
と
も
な
ラ
汚
水
桝
・の
取
付
け

費
用
、
下
水
道
事
業
第
二
次
計
画
を
実

施
す
る
た
め
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
・ま

し
た
。
乙
の
ほ
か
に
公
債
費
二
百
三
十

ほ
か
十
か
所
に
六
百
五
十
万
円
、
市
道

の
舗
装
に
四
百
三
十
万
円
、
市
道
の
補

修
費
回
百
亙
円
な
ど
見
込
ま
れ
ま
し
た

該
当
者
は
、
昭
和
引
年
1
月

ま
た
、
住
宅
関
係
で
は
、
昨
年
に
ひ

1
日
か
ら
ロ
月
引
日
ま
で
に
生

き
つ
づ
い
で
漁
民
住
宅
二
十
戸
を
建
設

ま
れ
た
人
で
す
。

す
る
た
め
の
費
用
二
千
五
百
万
円
、
四

乙
の
ほ
か
、
昨
年
、
都
合
で

千
七
百
平
方

M
の
宅
地
造
成
を
す
す
め

ユ

接

種

さ

れ

な

か

っ

た

人

は

ぜ

ひ

る
た
め
に

一
千
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま

受
け
て
く
だ
さ
い
。

し
た
。

校

下

接

種

目

検

診

日

場

所

国
鉄
漁
律
駅
前
の
都
市
計
画
事
業
は

t

4

月

4
河

第
五
年
度
を
む
か
え
ま
す
が
、
ひ
き
つ
川
本
江

7
日
同
日
公
民
館
六
歳
末
梢
句
術
子
さ
ん
(
昭
和
白
年
一

づ
き
こ
と
し
は
、
街
路
の
築
造
八
線
、

川

加

積

7
日

同

日

公

民

館

4
月

q
日
hr
nu
判
年
ロ
月
引
日
ま
で
の

一

舗
装
二
線
、
整
地
工
事
、
家
屋
移
転
費
川
経
団

7
日

同

日

小

学

校

出

生

者

V

を
苅
象
に
、
ツ
ベ
W
ク
リ
ン
一

な
ど
に
七
千
二
百
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
川

道

下

川

目

別

日

小

学

校

反

応

注

射

と
B
C
G
接
種
を
行
な
い
ま
一

し

た

。

川

上

野

方

日

目

別

日

小

学

校

す

。

一

そ
の
ほ
か
鉄
道
高
架
橋
県
負
担
金
四
川
大
町

行
日

目

日

小

学

校

法

お

、
ζ

と
し
か
ら
B
℃

G
接
種
は

一

百
九
十
万
円
、
地
鉄
工
事
委
託
料
四
千
川
村
木

行
日

別

白

小

学

校

注

劉

セ

な

く、

円
管
針
」
を
用
い
る
経
一

八
百
万
円
、
国
鉄
工
事
委
耳
結

二
千

万

川

住

吉

行

日

目

日

公

民

館

皮

接

種

広

注

り

ま

し

た

。

こ

れ

は

皮

旦

円
、
新
金
屋

・
道
下
公
園
ほ
か
の
整
備
川
松
倉

山

日

お

日

連

静

所

に

薬

を

ぬ

り

、
そ
の
上
へ

「
管
針
」
を
一

に
四
百
九
十
万
円
、
火
災
復
興
区
域
内
川
上
中
島
問
日
お
日
連
絡
所
あ
て
る
方
法
で
、
た
だ
れ
た
り
す
る
こ

…

十
路
線
の
舗
装
費
六
百
三
十
万
円
な
ど
川
天
神
別
日
は
日
小
学
校
色
が
き
わ
め
て
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
一

が

計

上

さ

れ

ま

し

た

。

川

西

布

施

幻

日

2
日
小
学
校
す
。

一

消

防

費

川

片

貝

幻

日

4
日

連

絡

所

校

下

げ

JUめ
U

姉
一前
回
場
所

一

消
防
力
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、
ジ
川
受
付
け
時
間
午
後
1
1
2
時

片

貝

-4m日

1m日
小

学

校

…

1
プ

型

消

防

車

一

台

を

二

百

二

十

万

円

川

。

日

日

目

白

山

女

分

校

一

で
購
入
す
る
ほ
か
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
川

腸

チ

フ

ス

予

防

接

種

受
什
け
時
間
は
午
後
1
i
2時

三
台
、
防
火
水
欄
三
基
、
消
火
せ
ん
の
州

設
置
に
二
百
二
十
万
円
な
ど
が
計
上
さ
川
満
三
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
を

一

腸
'ヂ
ヲ
ス
、
結
核
苧
防
接
種
、
雀

……

れ

て

い

ま

す

。

川

対

象

に

腸

チ

フ

ス

予

防

接

種

を

行

な

…
痘
と
も
ウ
一ぎ
の
よ
う
な
人
は
・受
付
な

…F

川
い
ま
す
。
初
め
て
接
種
を
受
け
る
人

一
い
で
F

〈
記
き
い

教

育

費

日酬
は
三
回
、
毎
年
受
け
て
い
る
人
は
一

小
学
校
費
の
中
に
は
目
立
ヮ
た
も
の
川
回
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
熱
の
あ
る
人
、
必
臓
岨
管
系
、
・腎
臓

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
維

持

管

理

費

な

ど

川

校

下

一

回

二

回

三

固

ま

た

は

肝

臓

に

疾

患

の

あ

る

人

、
糖

四
千
九
百
万
円
、
申
学
校
費
で
は
、
東
川

4
月

4
月

4
月

尿

病

、

脚

気

患

者

、
そ
の
ほ
亦
医
師

部
中
学
校
の
体
育
館
改
築
費
(
鉄
筋
建
川
白
倉
川
田
山
田

お
日

が

不

適

当

と
認
め
た
病
気
に
か
か
っ

の
ベ
面
積
千
十
八
平
方
財
、
工
費
二
千
川
西
布
施
げ
回
目
日
巾
日
て
い
る
人
。

五
百
万
円
)
を
含
め
て
四
千
三
百
万
円
川

・道

下

同

日

包

日

1
日

.
病
後
褒
弱
者
ま
た
は
栄
養
障
害
者。

炉
見
込
ま
れ
ま
し
た
o

川

加

積

・円

日

部

日

2
日

・
ア

ν
ル
ギ

f
体
質
ま
た
は
け
い
れ
ん

性
体
質
の
人
。

公

、債

'費

川

住

吉

-目
白

・
六
か
月
朱
満
の
妊
産
婦
。

長
期
借
入
金
の
利
子
な
よ
四
千
均
百

竹、

JAS
-
-
t
t
M
配
配
駅
れ
れ
が
j
H
・
種
痘
の
場
合
、
ま
ん
延
性
の
皮
崎
病

万
円
、
償
還
金
五
千
閉
百
万
四
な
ど
計

一

、
悩

開

J
W
圏

一

に
か
か
っ
て
い
る
会
、
接
種
仁
よ

上
さ
れ
ま
し
た
。

w

r

、一陣
圃
胴
¥

議

雰

り

障

害

を

お
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
人

~
ち
園

し
畿
圏
開
簿
総
.
〓
，幽
聞
と

H
i
l
l
-

一
か

〆

総

量

一ぺ

闘

機

胃

(の

検

診

万
円
が
鳳
込
ま
れ
ま

L
た
が
、
乙
札
じ

い
月

機
鴻
醐

剛

幽

・

欄

噂

見
合
う
財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら
繰
入

γ
4回

一

線

網

圃

醐

勝

v

申
込
み
は
去
に

2
i支
の
均
衡
を
は
か
る
乙
と
に
ケ
聞

に

縁

組

理

盟

一

胃
ガ
ン
皇
期
発
見
を
目
的
に
検
診

な
り
ま
し
た
E

ソ

a
じ
;
総
舗
際
聞
協
議
v

車
に
よ
る
胃
の
検
診
を
行
な
い
ま
す
。

灯
お
玖
鰭
錯
綜
れ
日
育

総
騨
咽
一
一
千
…K
M
殺
品
諮
問
銭
円
ぅ

二
億
三
千
亘
干
二
万
四
千
円
。

十

保

ヘ
私

欝

寧

踊

ふ

マ
加
す
白
川

3
月
日

・
叩

・
け
日

水
道

事

業

会

計

~

活

組

関

関

脳

懇

マ
時
間
川
午

軍

事

マ

午

後

1
情

γム

一十
翻
麟
闘
国
昭
闘
機

、
・
マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

-

収
益
的
収
支
で
は
、
収
入
に
水
道
料

引

来

総

爵

圃

掴

繍

鋭
機
一
マ
費
用

1
・人
四
百
五
オ
円

な
ど
事
業
収
益
四
千
六
十
万
円
、
支
出

~

協
鰭
組
圃
咽
民

瀦

訂
.

マ
検
診
芳
法
H
予
診
、
間
診
お
よ
び

-x
一

に
給
水
費
用
、
企
業
償
創
息
な
ど
三
千

山

1
1一寝
議
蓮

a
J
Lご
支

線
に
よ
る
胃
の
間
接
撮
影
o

n
間

後
一

七
百
五
十
三
万
四
を
計
上
o

ま
た
資
本

一
耕

一郎
抑
制
が
制
一、
似
頂

い

時
影
に
は
バ
リ
ュ
ー
ム
を
用
い
守
一

的
収
支
で
は
、
収
入
比
企
業
債
一
キ
五
V

遵
完
版
闘

パ平

L幽
h
総

~

す
o

)

|

百
万
円
、
支
出
に
拡
張
事
業
費
や
償
還
M

に
が
成
。

ぅ

霊
2

。

F

マ
申
込
み
!
検
診
希
望
者
は
、
1
月
刊
円

設
許
可
駐
都
民
一諸説柏崎
一沼
郡

ゴ
毘
ヨ
ゴ
藷
誠
一

駅
前
都
市
計
画
区
域
内
ゃ
く
二
千
ば
の

ん

音
倉

O
れ
平

・ル
陪
室
て

O

A

百
名
に
な
。り
次
第
、
締
切
り
ま
す
か

配
水
管
布
設
な
ど
で
千
八
百
万
円
が

一

観
側

J

M

一
位
↓
訟

綿

一隅
札

一

ら
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
o

見
込
ま
れ
ま
し
た

・，・
1
・'、
f
・.，
t.
・・・、
J
1
・t
3
2
・z
，、
.2e.
，z.. 2
・、J
・

種

痘

け
11寺場古村・ 天
間'所鹿木神
は は 熊
Lfい
後ず ε 4 

1れ 9~20 20 jj 
lも 1日日日
2 /j¥ " 

11寺学 115~2J 2.6 ~ 
ま校日日日
でで
。 、23 4 2 ~ 
受 日日日月
付

六
歳
末
満
の

結

核

予

防

接

種



こ
の
場
合
、
医
師
、
助
産
婦
の
証
明

@
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

に
、
前
の
住
所
地
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
が
、
新
住
所
地
で
投
票
す
る
場

合
H
新
住
所
地
の
市
町
村
長
の
証
明

が
必
要
で
す
。。

投
票
日
の

4
月
日
日
は
、
休
日
で
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
従
業
員
な
ど
を
お
く

投
票
は
、
直
接
投
票
所
へ
行
っ
て
す

事
業
所
で
は
、
従
業
員
の
選
挙
権
の
行

る
の
が
原
則
で
す
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
使
に
つ
い
て
特
別
の
便
宜
を
は
か
つ
て

事
由
で
、
当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
と
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
不
在
事
由
を
証
明
す
る
文
書
を

そ
え
て
、
3
月
引
日
か
ら
4
月
刊
日
ま

寸

1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

で
の
聞
に
、
不
在
者
投
票
の
請
求
を
し

一

固

定

資

産

税

第

一

期

分

て
、
投
票
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

一

軽

自

動

車

税

①
魚
津
市
以
外
で
、
職
務
ま
た
は
業
務

一

納

期

は

5
月

1日
で
す

に
従
事
中
で
あ
る
と
き

H

と

C
場

.

合
、
官
公
署
、
会
社
、

事
業
所
な
ど

の
長
ま
た
は
代
理
人
の
証
明
書

①
や
む
を
え
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の

た
め
、
魚
津
市
以
外
へ
旅
行
ま
た
は

滞
在
中
で
あ
る
と
き
H
と
の
場
合
、

①
の
証
明
す
る
人
の
ほ
か
に
、
医
師
、

住
所
地
の
市
町
村
長
、
旅
行
ま
た
は

滞
在
地
の
市
町
村
長
の
証
明

①
病
気
や
け
が
、
妊
娠
な
ど
の
た
め
、

歩
く
乙
と
が
非
常
に
困
難
な
と
き
H

(2 ) 

わ

日

は

県

議

会

議

員

選

挙

(昭和問9月13日)
第3種郵便物認可

私
た
ち
の
県
政
を
こ
れ
か
ら
四
年
間
に
な
う
県
議
会
議
員
の
選
挙
が
、

4
月
日
日
(
土
)
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
，の
選
挙
は
、
富
山
県
の
発
展
、
私
た
ち
の
く
ら

し
に
直
接
つ
な
が
る
た
い
泣
つ
な
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
一
票
が
、
そ

の
が
よ
し
あ
し
H

を
き
め
る
重
要
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

日
日
の
投
票
日
に
は
、
住
み
よ
い
県
政
を
き
づ
く
た
め
に
、

正
し
い
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
は
べ
午
前
7
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で
ひ
ら
い
で
お
り
ま
す
。
た
だ
し

松
倉
第
一
投
票
所
(
白
倉
小
学
校
)
、

松
倉
第
二
投
票
所
(
古
鹿
熊
分
校
〉
は

午
前
7
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

と
の
時
間
内
に
、
自
分
が
登
録
さ
れ

て
い
る
投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
を
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

幸康

投

票

で

さ

る

人

広

乙
ん
ど
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
人
で
す
。

，

・
昨
年
6
月
別
日
現
在
の
い
っ
せ
い
調

査
に
も
と
ず
い
て
登
録
さ
れ
た
人
、

お
よ
び
叩
月
叩
日
現
在
の
永
久
名
簿

の
追
加
登
録
者
。

・
こ
と
し
の
3
月
1
日
現
在
で
追
加
登

録
さ
れ
た
人
、
す
な
わ
ち
3
月
2
日

ま
で
に
二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
お
よ

び
他
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
で
、
昨

年
ロ
月
1
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
当

市
に
住
所
を
有
す
る
人
な
ど
で
、
3

月
1
日
ま
で
登
録
申
出
蓄
を
提
出
し

登
録
さ
れ
た
人
。

た
だ
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
も
、
投
票
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出

さ
れ
た
場
合
は
、
選
挙
権
が
な
く
な
り

ま
す
。ま

た
、
同
じ
県
内
の
異
動
の
と
き
は

新
住
所
地
で
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
か

ぎ
り
、
前
の
住
所
地
で
投
票
す
る
と
と

市津島色!r
昭和 42年 4月 1日発行

発 足

(第 248号)

4月 1

水道局が

ら日か

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
新
住
所
地

の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
居
住
中
で
あ

る
と
い
う
証
明
書
が
必
要
で
す
。

同
じ
よ
う
に
、
県
内
の
他
市
町
村
か

ら
当
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
で
も
、

当
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
か
ぎ

り
、
当
市
長
の
証
明
書
を
、
-前
の
住
所

地
の
投
票
所
で
提
出
し
て
投
票
す
る
乙

と
が
で
き
ま
す
。

入

場

券

印
日
ご
ろ
配
布

投
票
日
に
投
票
所
で
、
選
挙
人
名
簿

と
の
照
合
を
受
け
る
た
め
に
発
行
す
る

「
投
票
所
入
場
券
」
は
、
4
月
間
日
ご

ろ
ま
で
に
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
乙
と
し
の
2
月
日
日
ま
で
に

市
内
聞
で
異
動
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は

原
則
と
し
て
、
新
住
所
地
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
投
票
所
が
従
前
と
変

わ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票

，子
ど
も

身
体
障
害

身
体
障
害
者
の
軽
自

で
、
下
肢
や

動
車
税
の
減
免
申
鯖

体
幹
が
不
自

由
な
た
め
、
歩
く
こ
と
が
い
ち
じ
る
し

く
困
難
な
人
が
、
み
ず
か
ら
使
用
す
る

軽
自
動
車

(原
付
自
転
車
含
む
〉
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
税
金
・が
か
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。

該
当
者
は
4
月
目
日
ま

で
、
減
免
申
請
書
を
税
務
課
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

の
命
を
守
ろ
う

交

通

事

故

4
月
は
、
交
通
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
入
学
期
を
迎

え
る
と
と
な
ど
か
ら
、
例
年
、
交
通
事

故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
一
か
月

間
、
県
下
い
っ
せ
い
に
「
子
ど
も
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
運
動
」
が
行
な
わ
れ

ま
す
。子

ど
も
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
、
学

校
や
保
育
園
へ
行
く
道
を
よ
く
考
え
ら

れ
て
、
な
る
べ
く
交
通
の
少
な
い
道
を

選
ぶ
な
ど
十
分
な
配
慮
と、

注
意
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
車
を
運
転
さ
れ
る
人
は
、
自

分
の
子
ど
も
が
道
路
を
歩
い
て
い
る
の

だ
と
い
う
気
持
で
、
安
全
運
転
を
心
掛

け
て
、
痛
ま
し
い
事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
A
J
o

外
出
に
は
戸
締
り
を

一
春

の

防

犯

心

得

一

魚
津
醤
察
署
と
市
防
犯
協
会
で
は
、

4
月
6
日
か
ら
5
月
5
日
ま
で
、
春
の

防
犯
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
隣
近
所
は
助
け
あ
っ
て
防
犯
を
:
:
:

外
出
す
る
と
き
、
必
ず
隣
近
所
へ
る

す
を
頼
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
頼
ま

れ
た
家
で
は
、
よ
く
気
を
く
ば
っ
て 台、

る

運

動

ら

守

住
所
を
便
利
で
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
経

団
地
区
の
一
部
で
新
し
い
住
居
表
示
の
準
備
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
が
、
4
月
1
日
か
ら
実
施
す
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
。

実
施
さ
れ
る
区
域
は
、
地
鉄
本
線
か
ら
海
側
に
あ

る
浜
経
団
と
岡
経
団
の
一
部
で
、
面
積
は
お
よ
引

α

・
六
平
方
キ
ロ
、
七
百
世
帯
で
す
。

み
ん
な
が
一
日
で
も
早
く
新
し
い
住
居
表
示
に
慣

れ
て
、
日
常
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ト

4月から経田地区の一部で

瞳富国

しい住居表示スター

街住
i 隠居
←表表→

示示
板板

裁

判

所

庁

舎

、

農

協

会

館

で

き

る

二
つ
の
町
が
誕
生

乙
の
区
域
に
は
、
三
つ
の
町
が
誕
生

し
、
す
べ
て
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、

住
居
の
表
示
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
新
し
く
で
き
る
町
は
、

経
田
西
町

(
き
ょ
う
で
ん
に
し
ま
ち
〉
、
経
田
中

町

(
き
ょ
う
で
ん
な
か
ま
ち
〉
、

東
町

(
ひ
が
し
ま
ち
〉
ぜ
す
。

マ
新
し
い
住
居
の
表
示

乙
の
住
居
表
示
に
と
も
な
っ
て
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
機
関
で
は
、
土
地

登
記
簿
、
住
民
票
、
選
挙
人
名
簿
な
ど

公
の
台
帳
や
帳
簿
を
書
換
え
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

4
月
1
日
以
後
は
、
新

し
い
表
示
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
法
律
で
ど
ん
な
人
で
も
、
乙

の
表
示
を
使
う
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
旨
定
め
て
お
り
ま
す
。

住
居
表
示
の
実
施
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
の
う
ち
は
多
少
混
乱
す
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、便

利
に
な
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

東町

15 

195 

一

み
ど
り
豊
か
な
自
然
は
、
私
た
ち
の

一く
ら
し
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与

一え
て
く
れ
ま
す
。

一

野
に
山
に
、
草
木
が
も
え
出
る
季
節

一
と
と
も
に
、
全
国
的
に
緑
化
運
動
が
展

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

一閃
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
あ
き
す
を
防
ぐ
に
は
:
:
:

一

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
こ
と

昨
年
4
・
5
月
中
に
、
市
内
で
「
あ

一

き
す
ど
ろ
ぼ
う
」
が
三
十
七
件
も
発

一植

樹

で

明

る

い

国

づ

く

り

生
し
て
い
ま
す
。
戸
締
り
は
厳
重
に

一一

緑
化
運
動
に
ご
協
力
を

し
、
で
き
れ
ば
二
段
構
え
の
錠
を
し

一

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
し
も
緑
の
羽
恨
募
金
運
動
を
実
施
じ
、

マ
暴
力
追
放
は
み
ん
な
の
力
で
:
:
:

一
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お

い
い
が
か
り
、
女
性
へ
の
い
や
が
ら

一り
ま
す
。
ま
た
、
明
治
百
年
に
際
し

せ
や
い
た
ず
ら
、
酔
っ
ぱ
ら
い
、
押

一
「
緑
の
バ
ッ
ジ
」
募
金
も
実
施
し
て
い

売
り
な
ど
の
小
暴
力
事
件
を
見
た

一
ま
す
。

り
、
聞
い
た
り
し
た
ら
、
す
ぐ

「
二

緑
化
運
動
の
成
果
を
高
め
る
た
め
に

一
O
番
」
へ
。

一
い
っ
そ
う
の
ど
理
解
と
ど
協
力
を
お
願

一
い
し
ま
す
。

経田中町

12 

271 

経国西町

18 

234 

新L.~、町
の視線

街区数

世帯数

〈
写
真
上
〉
富
山
地
方
裁
判

所
魚
樟
支
部
、
魚
津
簡
易
裁
判

所
の
新
庁
舎
は
、
総
工
費
五
千

四
百
六
十
万
円
で
大
町
の
旧
庁

禽
跡
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

〈
写
真
下
〉
魚
津
市
農
協
で

は
、
国
鉄
魚
津
駅
前
に
、
鉄
筋

四
階
鍾
の
D
っ
ぱ
な
会
館
を
や

く
一
億
四
千
万
円
の
工
費
で
建

設
し
ま
し
た
。

新
し
い
住
所
の
表
わ
し
方
は
、

T

E

街

区

住

居

田

4

符

号

香

号

、B
E
E
-
r
E
E
E

，、E
》

r'、E
E
F
E
B

，

魚
海
市
経
田
中
町
八
番
+
玉
号

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
区
域
へ

郵
便
物
を
出
す
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う

に
正
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

実
施
区
域
の
世
帯
な
ど
に
は
、
住
居

番
号
を
入
れ
た
「
決
定
通
知
書
」
を
3

月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
郵
便
局
で
は
、
知
人
や
取
引
先

な
ど
へ
知
ら
せ
る
た
め
に
、
通
信
用
は

が
き
で
連
絡
す
る
便
宜
を
は
か
つ
て
お

り
ま
す
。

各
戸
に
表
示
板

マ
新
旧
を
対
照
し
て
わ
か
り
や
歩
く

市
で
は
、
新
し
い
住
居
と
前
の
住
居

を
対
照
し
た
「
新
旧
対
照
案
内
地
図
」

と
「
新
旧
対
照
表
H
世
帯
主
名
と
新
旧

住
居
を
書
い
た
冊
子
」
を
つ
く
っ
て
、

関
係
機
関
や
地
区
の
区
長
さ
ん
に
配
付

し
ま
し
た
。
必
要
な
場
合
に
ど
覧
く
だ

さ
い
。ま

た
、
実
施
区
域
の
各
街
区
に
は
、

「
街
区
表
示
板
」
を
、
各
一
戸
に
は
「
町

名
表
示
板
」
と
「
住
居
表
示
板
」
を
そ

れ
ぞ
れ
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
取
付
け
、

だ
れ
で
も
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
し
て
あ

り
ま
す
。

マ
い
ま
ま
で
の
番
地
は
ど
う
な
る
か

住
居
の
表
示
に
長
い
間
使
わ
れ
て
き

た
「
昏
地
」
は
、
全
く
廃
止
さ
れ
る
の

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

免
許
証
な
ど

住
居
の
変
更
届
を

市
の
水
道
事
業
も
た
〈
魚
津
市
の
職
員
数
十
七
人
〉
。
し

地
方
公
営
企
業
法
の
か
し
、
乙
ん
ど
職
員
数
の
多
少
に
か
か

適
用
を
う
け
る
乙
と
わ
ら
ず
、
全
部
の
団
体
が
適
用
さ
、れ
る

に
な
り
、

4
月
1
日
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
ら
い
ま
ま
で
の
水
と
の
適
用
に
よ
っ
て
、
企
業
会
計
と

道
課
を
廃
止
し
て
、

-一
般
会
計
な
ど
の
負
担
の
明
確
化
、
給

水
道
局
と
し
て
発
足

a

与
の
合
理
化
、
財
務
制
度
の
改
善
な
ど

す
る
と
と
に
な
り
ま
に
よ
り
、

一
つ
の
企
業
と
し
て
、
能
率

し

た

。

的

な

運

営

が

は

か

ら

れ

る

と

と

に

な

り

従
来
の
公
営
企
業
ま
し
た
。

法
で
は
、
雇
用
さ
れ
水
道
局
に
は
、
局
長
、
次
長
が
お
か

る
職
員
の
数
が
五
十
れ
、
係
は
、
庶
務
係
と
工
務
係
に
わ
か

.人
以
上
の
場
合
に
法
れ
て
い
ま
す
。

が
適
用
さ
れ
、
二
十
水
道
局
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
西
部
中

人
未
満
の
も
の
に
つ
学
校
前
の
分
庁
舎
で
事
務
を
取
扱
い
ま

い
て
は
、
法
の
適
用
す
。
電
話
は
②
0
4
4
0
番
、
①
0
8

は
そ
の
団
体
の
任
意

9
8
番
で
す
。

と
さ
れ
て
い
ま
J
レ

つ
ぎ
に
掲
げ
る
と
と
が
ら
に
つ
い
て
は

い
ま
ま
で
の
番
地
が
使
わ
れ
ま
す
。

-
本
籍
の
番
地
は
そ
の
ま
ま
日
本
籍
の
，

表
示
は
、
変
更
さ
れ
た
町
名
だ
け
が

変
わ
り
、
番
地
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

例
・・・
(
旧
)
魚
津
市
浜
経
団
五
百
番
地

(
新
)
魚
津
市
東
町
五
百
番
地

・
土
地
、
建
物
の
登
記
日
法
務
局
の
不

動
産
登
記
簿
な
ど
の
関
係
も
、
住
居

表
示
の
実
施
に
よ
っ
て
、
変
更
さ
れ

た
町
名
に
自
動
的
に
変
更
し
ま
す
。

し
か
し
、
土
地
な
ど
の
財
産
番
号
で

あ
る
「
番
地
」
(
小
字
と
も
)
は
、
い

ま
ま
で
の
ま
ま
使
用
さ
れ
ま
す
。

マ
証
明
書
の
発
行
は
無
料
で
す

住
居
の
変
更
に
と
も
な
っ
て
、

登
記

関
係
、
免
許
証
、
許
可
証
な
ど
の
変
更

手
続
き
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

・
登
記
物
件
の
表
示
は
、
登
記
所
で
変

更
し
ま
す
が
、
不
動
産
所
有
者
の
住

居
欄
の
表
示
は
、
各
個
人
が
申
請
す

-
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
人
登
記
の
本
自
所
在
地
お

よ
び
役
員
な
ど
の
町
名
変
更
も
同
じ

で
す
。

・
勤
務
先
へ
の
町
名
変
更
届
、
自
動
車

運
転
免
許
証
の
住
居
変
更
届
、
各
種

飲
食
業
許
可
書
の
住
居
変
更
届
な
ど

も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
る
場
合
に

は
、
市
長
が
発
行
す
る
住
居
表
示
変
更

証
明
書
や
住
民
票
の
抄
本
を
添
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
(
経

団
連
絡
所
)
手
続
き
に
必
要
な
証
明
書

は
無
料
で
発
行
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。

マ
新
築
や
異
動
し
た
と
き

異
動
し
た
り
、
家
を
改
築
し
て
出
入

口
の
位
置
が
変
わ
っ
た
り
、
家
を
建
て

た
場
合
、
住
居
番
号
を
変
え
た
り
、
つ

け
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
す
ぐ
経
団
連
絡
所
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

マ
通
報
も
新
し
い
住
所
で

馨
察
署
や
消
防
署
も
、
す
べ
て
新
住

居
表
示
に
切
り
替
え
て
事
務
を
処
理
し

ま
す
。
こ
の
た
め
に

「
一
一

O
蒋」

「
二
九
番
」
へ
の
通
報
も
、
新
住
居

表
示
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
前
の
住

居
で
す
と
、
新
し
い
も
の
と
照
合
し

て
、
そ
の
位
置
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
だ
け
遅
く
な
り

ま
す
。八

日
曜
、
休
日
の
当
番
医

V

2
日
日
青
木
医
院

9
日
H
越
野
医
院

同
日
H
問
屋
医
院

幻
日
H

松
井
医
院

mu
日
H

石
倉
医
院

初
日
H
浦
田
医
院

①①①①①①  
000 0 0 0 
7 3 748 3 
3 249 4 6 
3 1 5 0 0 2 


